
学校再編・小中一貫教育だより

▼問い合わせ 教育総務課学校再編・小中一貫校推進担当(556－8311【Ｅメール】gakkosaihen@city.gyoda.lg.jp

荒木・須加合同地域協議会

学校再編サポーターご利用ください

相談員が各校に毎週伺い、児童（未就学児含む）・保護者から相談を受けます。

場所・日時：荒木小・毎週金曜日午後

須加小・毎週水曜日午後

受付：相談日であれば、相談は随時受け付けます。

他の曜日についても可能な場合があるので各学校又は教育総務課までご連絡ください。

荒木小・須加小合同学校運営協議会

４月中旬に荒木地区、須加地区に対して、「荒木小と須加小の統合」という方針について説明会を

開催いたしました。その後、５月中に実施した協議などについて報告します。

◆開催日：令和３年５月１５日（土）

◆出席者：７７名

◆意見（抜粋）※会議録は教育委員会ホームページに後日掲載予定です。

・荒木と須加は中学校で仲良くやってきたから、小学校でも手を携えて新しい歴史を作っていく

のがいいと思う。是非、新設する小学校と見沼中を一緒に盛り上げていただきたい。

・見沼中の将来はみんな不安に思っている。

・須加の方に色々な意見があるのはわかるが、できるだけ分かれずに、少しでも荒木小と統合す

る新校に行ってもらいたい。

◆開催日：令和３年５月１７日（月）・２１日（金）

◆出席者：荒木小・須加小学校運営協議会委員 １７日２２名・２１日２２名

◆意見（抜粋）※会議録は教育委員会ホームページに後日掲載予定です。

・投票していただくなど、校名決定にできるだけ多くの方に関わってもらえれば、統合する機運

も高まるし、より愛着を持ってもらえる。

・義務教育学校の時の校名には北河原地区の思いも込められていることを踏まえて、考えていく

べきだと思う。

・投票者を地域まで広げる考えもあるが、子供の意見を重視したいので、今の在校生に決めて

もらうのがいいと思う。



荒木小・須加小合同学校運営協議会

見沼代用水は、利根川の水を利用し、埼玉県の東南部の田畑に水を引くために

掘られた農業用水路で、沢山の人の役に立っています。

「見沼中」という名前には、見沼代用水のように、世のため・人のために役立

つ人間になってほしいという願いが込められています。

参考 見沼中の由来

～児童投票～

投票対象：「見沼さくら小学校」・「見沼小学校」

投票者 ：荒木小、須加小の１～６年生（兄弟姉妹がいる場合でも、それぞれの児童が投票）

投票期間：令和３年６月３日まで

※集計結果は、荒木小・須加小合同学校運営協議会に報告の上、校名案として市議会に上程

予定です。（議決により校名が確定します。）

～投票対象に対する学校運営協議会の意見～

見沼さくら小学校

・桜が見沼の周りを明るくするイメージがある。

・見沼代用水に咲く桜のように、愛される学校になってほしい。

・「見沼」は慣れ親しみのある校名であり、「さくら」は小学生らしい雰囲気やことばの言

いやすさ・親しみやすさがある。

見沼小学校

・慣れ親しみのある校名であり、誰からもわかりやすい。

・地域の中で育つ学校という思いが伝わる。

・見沼中創立の思いである「人のために役立つ子供たち」を、小・中が連携して育成したい。

校名決定の流れ

義務教育学校の公募の中から協議

８８点⇒４点
児童投票

１点

見沼さくら・見沼・見沼むさし・見沼未来

子供たちが

決めます！

委員からの提案

２点

見沼桜・見沼行北

委員による投票

６点⇒２点

見沼さくら・見沼


